
問題番号 項　目 近つ飛鳥小 かなん桜小 町立中

問１ー① ICTの活用やタイムカード、パソコンの使用時間の記録等による客観的な方法での在校等時間を把握している。 〇 〇 〇

問１－② 在校等時間の把握方法について、校外において校務として行う業務の時間も客観的に把握している。 〇 〇 〇

問１－③ 在校等時間の把握方法について、土日や祝日などに校務として行う業務の時間も客観的に把握している。 〇 〇 〇

問１－④ 在校等時間を公表している。 △ △ △

問２－① 登下校時の対応は、学校以外の主体（地方公共団体、教育委員会、保護者、スクールガードリーダー、地域人材等が中心に対応している。 〇 〇 〇

問２ー②（１） 放課後から夜間等における見回りは、学校以外の主体（地方公共団体、教育委員会、保護者、地域人材等）が中心に対応している。 △ △ △

問２－②（２） 児童生徒が補導された時の対応は、学校以外の主体（地方公共団体、教育委員会、保護者、地域人材等）が中心に対応している。 △ △ △

問２－③
学校徴収金（給食費を含む）の徴収・管理は、公会計化または教師が関与しない方法（地方公共団体や教育委員会による徴収・管理等を

行っている。
〇 〇 〇

問２－④
地域人材等との連絡調整は、窓口となる学校職員が直接行うのではなく、地域学校協働活動推進員等の学校以外の主体が中心的に行うよ

う、地方公共団体や教育委員会等において必要な取組みを実施している。
△ △ △

問２－⑤
学校における調査・統計への回答等は、教育課程の編成・実施や生徒指導など教師の専門性に関わるもの以外の調査については、事務職員

等が中心となって回答するよう各学校に促している。
〇 〇 〇

問２－⑥ 児童生徒等の休み時間における対応は、地域人材等の協力を得ている。 △ △ △

問２－⑦ 校内清掃は、地域人材の協力を得ることや民間委託等をしている。 △ △ △

問２－⑧ 部活動について、部活動指導員をはじめとした外部の人材の参画を図っている。 ー ー △

問２－⑨ 給食時は、栄養教諭等と連携するほか、地域人材の協力を得ている。 〇 〇 〇

問２－⑩ 授業準備について、教師をサポートする支援スタッフの参画を図っている。 〇 〇 〇

問２－⑪（１） 学習評価や成績処理の補助的業務について、教師をサポートする支援スタッフの参画を図っている。 〇 〇 〇

問２－⑪（２） 学習評価や成績処理の補助的業務について、採点ソフトを導入するなどICTの活用を図っている。 △ △ 〇

問２－⑫ 学校行事の準備・運営について、地域人材の協力を得たり、外部委託を図ったりするなど、負担軽減を図るよう学校に促している。 △ △ △

問２－⑬ 進路指導のうち、就職先の情報収集等について、事務職員や支援スタッフ等の参画・協力を進めている。 △ △ △

問２－⑭
支援が必要な児童生徒等・家庭への対応について、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、特別支援教育等の専門人材、日

本語指導ができる支援員等の専門的な人材等の参画を図っている。
〇 〇 〇

問３－① 所管の学校の働き方改革又は業務改善に関して、時間外在校等時間の縮減に向けた業務改善方針や計画等を作成している。 △ △ △

問３－② 業務改善のPDCAサイクルの実施に係る目標について、在校等時間に係る目標を掲げている。 〇 〇 〇

問３－③
業務改善のPDCAサイクルの実施に係る目標について、在校等時間の縮減以外の働き方改革の多面的な目的を踏まえた目標を地域の実情に

応じて追加的に設定している。
△ △ △

問３－④ 学校における業務改善の取組の促進にかかる定量的なフォローアップを実施しており、業務改善のPDCAサイクルを構築している。 〇 〇 〇

問３－⑤ 教育委員会において学校における働き方改革の担当部局を明確化している。 〇 〇 〇

問３－⑥
所管する学校において、学校運営協議会での学校における働き方改革についての議題化を促すなど、保護者や地域住民等の理解を得ながら

取組を進めるよう指導・助言している。
〇 〇 〇

問３－⑦ 学校における働き方改革を含む教師を取り巻く環境整備について、総合教育会議で議題として取り上げている。 〇 〇 〇

問３－⑧ 学校現場における保護者や地域住民からの要望や提案等への対応の負担軽減に資する取組を行っている。 〇 〇 〇

問３－⑨ 所管の学校施設の地域開放について、利用手続きや鍵の受け渡しなどを教師が関与しない方法で実施している。 〇 〇 〇

問３－⑩
令和６年度当初、標準授業時数を大幅に上回って（年間1,086単位時間以上）教育課程を編成していた学校に対して、令和７年度の教育課

程編成において、見直すことを前提に点検を行い、指導体制に見合った計画とする指導・助言を行っている。
〇 〇 〇

問３－⑪
学校行事について、教育上真に必要とされるものに精選することや、より充実した学校行事にするため行事間の関連や統合を図ることな

ど、学校行事の精選・重点化、または準備の簡素化、省力化を図るような指導・助言をしている。
〇 〇 〇

問３－⑫ 教育委員会から学校宛ての調査や通知・事務連絡について、発出している数の把握をおこなっている。 △ △ △

問３－⑬ 学校事務の共同実施をしている。 △ △ △

問３－⑭ 教育委員会として、各学校の労働安全衛生体制の整備・充実に向けた取組を行っている。 〇 〇 〇

問３－⑮ ストレスチェックや別の調査等において、教員の仕事と生活への満足度について、教育委員会で把握している。 〇 〇 〇
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